
第188號（第17巻） （昭和11年）　12月號

忘れら｝i，ない1936年

（巻 頭）

　まことに忙しかった昭和11年置今や絡りに近づかんとしてみる．この年の

最大行事は6月19日の皆既日食であり，ヌ：，同時に，15年ぶりに吾々を喜ばす

珍象は土星の輪の三郎であると，かねがね待ちつsあった年ではあったが，今，

ふり返って見ると，この豫期された二大現象ばかりでなく・s全く意外に三つ

の新彗星と四つの新恒星が現はれて，永久に吾等をしの此の年を忘れられな

いものとした．部ち，

5月16日

6月18日

7月17日

9月18日

9月20日

10月4日

10月17日

ペルテヤ彗星の喪見

五味氏，とかげ麿瓢星を稜見

下保彗星の磯見

タム氏，鷲座第f號親星を喪見

ジャクソン彗星の磯見

岡林氏，射手座瓢星を：1護見

タム氏，鷲座第2號薪星を護見

（米　　　國）

（日　　　本）

（日　　　本）

（スエ1デン）

（南アフリカ）

（日　　　本）

（スエ1デン）

こうした輝やかしい記録に於いて，我が日本人の名が三つも出てみるといふ

事實は，オリンピクの優勝者の榮碧にもまさって，學界を飾るものといって

良かろう．

　此のほかに，「i食の機縁により，20敷名の天文家が敵米各国から來朝したこ

と，花山に80センチロ樫の叉型カセグレン反射鏡が到着したこと等は・特に我

がH本の天文學界に特筆すべくことであろう．街吾が黛の諸士の協力tcよっ

て，“圖読天女墨・・が叢話せられるに至ったことも，全く前例の無いことと

して，1936年を賑はすものであろう．（山）


